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1．2013 年度研究大会について

共通テーマ：「公共政策の過去、現在、未来――被災・喪失から復興・創造へ」

開催場所：コラッセふくしま（福島市）＜ＪＲ福島駅西口から徒歩 3 分＞

開催日時 : 2013 年 6 月 1 日(土)～6 月 2日(日)

■開催趣旨

過去を振り返り、現状を評価し、未来を想う：福島大会に期待する事

2013 年度研究大会企画委員長 小澤太郎

東北、北関東が未曾有の大災害に見舞われてから 2 年以上が経過しました。特に福島県では、震災・

大津波に起因する福島第一原発の事故の結果、今も尚、ふるさとに戻る事が叶わない多くの住民の方々

がいらっしゃいます。今年度の研究大会は、この福島の地（コラッセふくしま）で、6 月 1 日(土)・2

日(日)に開催されます。

大会全体の共通テーマは「公共政策の過去、現在、未来 ― 被災・喪失から復興・創造へ ―」です。

まさに 2年が経ち、福島県さらには被災した東北地方を中心とした地域の復興の現状はいかなるもので、

また将来展望をどう描いたら良いのかを、会員の皆様方と共に考えたいという強い思いが、当然の事な

がら込められております。しかし、それだけに留まらず、福島の地で起きた、或いは現在起きつつある

出来事は、今の日本を象徴しているとは考えられないでしょうか。被災による影響を最小化する備えは、

事前に十分だったのでしょうか。被災後、直ちに復旧の為の十分な手立てが講じられたのでしょうか。

復興のプランは単に復元するといった類のものではなく、長期的な展望に立った戦略性の高いものなの

でしょうか。こうした諸々の疑問は、一般性を失う事なく、失われた 20 年、民主党による政権交代と
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自民党の復権を経験した今の日本社会全体を考える上でも、我々が真摯に対峙すべき設問の形式を備え

ている様に思えてなりません。即ち、失われた 20 年における後退をより軽微なものにできなかったの

でしょうか。政権交代を果たした民主党には一体何が欠けていたのでしょうか。アベノミクスによるデ

フレ脱却が仮に可能であるとして、単にデフレから脱却できればそれで良いのでしょうか。

以上の観点から、先ず初日の共通テーマⅠ「民主党政権を振り返って：その意義と限界」により過去

を総括した上で、二日目の共通テーマⅡ「福島の復興にむけて：政策課題と展望」において、“福島の

今”についての現状把握と復興に向けての将来展望が描かれます。また 5 つのテーマセッションでは、

「公共政策学の新しい教育研修手法」、「危機管理におけるこれからの CCP（地域の持続可能計画）」、「エ

ネルギー・環境政策をめぐる国民的議論のあり方」、「議会・立法に関する ICT の活用」、「政策系学部・

大学院のカリキュラムを考える」を扱いますが、何れも鋭い問題意識に支えられた未来志向のテーマと

申せましょう。まさに会員の皆様に、公共政策の過去、現在、未来を適宜往復して頂く趣向となってお

ります。

さらに今回嬉しい事に、若手報告セッションに 20 名もの応募がありました。また自由公募セッショ

ンにつきましても、意欲的な 3 つのパネル企画と 6 名の応募がありました。司会、討論者をお引受け頂

いた方々も含めまして、是非研究大会を盛り上げて頂ければ幸いに存じます。それでは福島で多数の会

員の皆様とお会いできますのを、今から心待ちにしております。

■プログラム案

第 1 日 2013 年 6 月 1 日

9:30～ 3 階

企画展示室

受付

9:50

～10:50

5 階

小研修室

若手報告セッションⅠ

「情報通信」

司会：奥井克美（追手門学院大学）

報告者：

岡野内俊子（横浜国立大学）

「一般用医薬品のインターネット販売規制の現状と

課題」

光山奈保子（早稲田大学）

「アンバンドル規制によるブロードバンド事業者の

投資への影響に関する日米比較－比較制度分析に基

づく類型化とゲーム理論モデルによる因果メカニズ

ムの説明－」

5 階

研修室

若手報告セッションⅡ

「政策過程」

司会：西出順郎（岩手県立大学）

報告者：

田中富雄（龍谷大学）

「自治基本条例制定の阻害要因と促進要因としてみ

た政策終了」

加納知行（慶應義塾大学）

「都市計画をめぐる政策の内容分析と政策過程」
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4 階

中会議室

401

若手報告セッションⅢ

「非営利組織」

司会：上山信一（慶應義塾大学）

報告者：

島岡未来子（早稲田大学）

「非営利組織経営におけるステークホルダー理論の

構築―「SMC モデル」の構築と NPO 法人を対象とした

実証研究結果―」

4 階

小会議室

402

若手報告セッションⅣ

「監査・財務」

司会：矢口和宏（東北文化学園大学）

報告者：

橋本圭多（同志社大学）

「監査社会を問う――社会的責任の管理主義的転

回――」

熊本伸介（豊中市政策企画部とよなか都市創造研究

所）

「東京都区の財務分析」

11:00

～13:00

3 階

小会議室

302

テーマセッションⅠ

「公共政策学の新しい

教育研修手法」

司会：窪田好男（京都府立大学）

報告者：

青山公三 （京都府立大学）

村田和代（龍谷大学）

永田尚三（関西大学）

討論者：宮脇 昇（立命館大学）

5 階

小研修室

テーマセッションⅡ

「危機管理におけるこ

れからの CCP（地域の持

続可能計画）」

司会：市川宏雄（明治大学）

パネリスト：

砂金祐年（常盤大学）

鈴木秀洋（文京区 危機管理課長）

千田 良（㈱ノルメカエイシア 代表取締役社長）

討論者：鈴木潔（聖学院大学）

5 階

研修室

テーマセッションⅢ

「エネルギー・環境政策

をめぐる国民的議論の

あり方」

司会：鈴木達治郎（内閣府原子力委員会 委員長代理）

報告者：

宮城崇志（上智大学）

「二項対立下での政策過程――3.11 後の革新的エネ

ルギー・環境戦略を事例として――」

山本達也（清泉女子大学）

「ソーシャルメディア時代における「科学の政治化」

と民主主義」

柳瀬 昇（日本大学）

「国民的議論に基づく政策決定の意義と限界～討論

型世論調査がエネルギー・環境政策へ与えた影響を中

心として」

4 階 自由公募セッションⅠ 司会（兼 報告者）：西田亮介（立命館大学）
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中会議室

401

「パネル企画：情報社会

の政策形成――オー

プンガバメント/オー

プンデータは日本の

公共政策にどのよう

な影響を及ぼすか」

報告者：

松原真倫（慶應義塾大学）

山口 翔（立命館大学）

生貝直人（情報・システム研究機構 新領域融合研究

センター ）

討論者：庄司昌彦（国際大学 GLOCOM）

4 階

小会議室

402

自由公募セッションⅡ

「財政・地方自治」

司会：長峯純一（関西学院大学）

報告者：

萱沼美香（九州産業大学）

「年金支給開始年齢引き上げに関する研究」

小田切康彦（同志社大学）

「ローカル・ガバナンスにおける参加とそのインパク

ト－京都市の事例から－」

市島宗典（中京大学）

「「三位一体の改革」前後における市町村財政の変容

－福島県をケースとして－」

討論者：湯之上英雄（兵庫県立大学）

13:00

～13:50

5 階特別会

議室

理事会

14:00

～16:30

4 階多目的

ホール

共通テーマⅠ

「民主党政権を振り返

る：その意義と限界」

コーディネータ：新川達郎（同志社大学）

パネリスト：

後 房雄（名古屋大学）

曽根泰教（慶應義塾大学）

竹中平蔵（慶應義塾大学）

松井孝治（参議院議員）

16:40

～17:20

4 階多目的

ホール

総会

18:00

～20:00

ホテル福島

グリーンパ

レス

授賞式・懇親会

第 2 日 2013 年 6 月 2 日

9:20

～10:50

5 階

小研修室

若手報告セッションⅤ

「公共事業・地域開発」

司会：白石克孝（龍谷大学）

報告者：

小林大祐（中央大学）

「地域交通組織の形成要因：ドイツの連携組織を手が

かりとして」

田畑琢己（埼玉県庁）

「費用効果分析に対する裁量統制の限界 －公共事

業の経済的合理性」
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林 昌宏（日本学術振興会特別研究員(ＰＤ)）

「公共投資をめぐる中間自治体の競合とその影響 －

大阪湾ベイエリア開発を中心に－」

5 階

研修室

若手報告セッションⅥ

「政権と財政」

司会：名取良太（関西大学）

報告者：

村岡浩次（早稲田大学）

「新政権における公共事業入札方式の考察」

豊福実紀（東京大学）

「増税・減税の政治的要因：日本の政党は租税政策を

めぐって対峙したのか？」

梶原 晶（神戸大学）

「政権党と地方財政―地方財政計画の策定に影響を

与えた政治的要因の検証」

4 階

中会議室

401

若手報告セッションⅦ

「官僚制」

司会：武蔵勝宏（同志社大学）

報告者：

小田勇樹（慶應義塾大学）

「イギリス上級公務員における人事政策の変化と組

織の業績―外部組織での職業経験と業績に関する実

証分析―」

一瀬敏弘（神戸大学）

「地方公務員における昇進構造：警察官の人事・給与

データに基づく実証分析」

関 智弘（神戸大学）

「組織人としてのケースワーカー：ストリートレベル

の官僚制の再検討」

4 階

小会議室

402

若手報告セッションⅧ

「環境問題」

司会：佐野 亘（京都大学）

報告者：

小林 貴（中央大学）

「地方分権に伴う自治体の規制影響評価の現状~ディ

ーゼル車運行規制条例を事例に~」

尾形清一（名古屋大学）

「再生可能エネルギーの社会的受容性と政策課題に

関する研究」

呂 茜（関西学院大学）

「歴史的環境保全制度に関する日中比較」

11:00

～13:00

5 階

小研修室

テーマセッションⅣ

「議会・立法に関する

ICT の活用」

司会：増山幹高（慶應義塾大学）

報告者：

木下健（同志社大学）

「議会・立法に関する ICT を活用した党首討論分析」
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石橋章市朗（関西大学）

「ICT を用いた国会活動の情報発信行動の分析」

松浦淳介（慶應義塾大学）

「東日本大震災の発生が国会政治に及ぼす影響につ

いてー映像資料をもちいたアクターの感情分析」

討論者：竹田香織（政策研究大学院大学）

3 階

小会議室

302

テーマセッションⅤ

「政策系学部・大学院の

カリキュラムを考える」

司会：窪田好男（京都府立大学）

討論者：

新川達郎（同志社大学）

白石克孝（龍谷大学）

楢原真二（北九州市立大学）

宮脇 昇（立命館大学）

5 階

研修室

自由公募セッションⅢ

「パネル企画：エネルギ

ー・システムのあるべき

トランジションに関す

る政策論・ガバナンス論

――より持続可能で、よ

りレジリアントな変革

に向け、何をどうガバン

できるのか――」

司会：半藤逸樹（総合地球環境学研究所）

報告者：

木下裕介（大阪大学）

吉澤 剛（大阪大学）

山下紀明（環境エネルギー政策研究所）

青木一益（富山大学）

討論者：

上田 誠（同志社大学）

佐野 亘（京都大学）

鎗目 雅（東京大学）

4 階

中会議室

401

自由公募セッションⅣ

「パネル企画：政策過程

の相互作用性に着目し

た基礎自治体ガバナン

スの把握の多様性」

司会：松井望（首都大学東京）

報告者：

荒見玲子（東京大学）

「第一線公務員への接触の政治的効果―要介護認定

者の家族サーベイを用いた傾向スコア・ウェイティン

グ法による因果効果の分析―」

金 今善（せたがや自治政策研究所）

「公共紛争における相互協力的紛争管理の可能性と

限界：一般廃棄物処理施設の立地をめぐる紛争を題材

に－」

箕輪允智（東京大学）

「戦後日本における自治体の発展・衰退と政策指向性

の分岐」

討論者：曽我謙悟（神戸大学）

4 階

小会議室

402

自由公募セッションⅤ

「防災まちづくり・ハザ

ード情報」

司会：松原聡（東洋大学）

報告者：

黒澤 之（中央大学）
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「来街者を意識した地震災害ハザード情報と防災ま

ちづくりに関する研究」

鹿島 茂（中央大学）

「防災施設評価への住宅価格仮想評価法の適用可能

性」

福本博之（一般財団法人日本防火・危機管理促進協会）

「地域の防災活動における組織間の連携と地方自治

体の課題」

14:00

～16:00

4 階多目的

ホール

共通テーマⅡ

「福島の復興にむけ

て：政策課題と展望」

コーディネータ：御厨 貴（放送大学）

パネリスト：

飯尾 潤（政策研究大学院大学）

内堀雅雄（福島県 副知事）

中井勝己（福島大学）

峰久幸義（復興庁福島再生総局 事務局長）

■大会案内

2013 年度研究大会実行委員長 今井 照

◆大会会場

・コラッセふくしま（ＪＲ福島駅西口から徒歩 3 分）福島市三河南町 1 番 20 号

◆懇親会会場

・ホテル福島グリーンパレス（ＪＲ福島駅西口から徒歩 2 分）

◆大会案内・レジュメ集

・連休前に発送する予定です。

◆大会参加申込

・大会参加の方は、下記ＵＲＬから 5 月 19 日（日）までに手続きをしてください（公共政策学会のホ

ームページからもリンクを貼る予定です）。

http://kokucheese.com/event/index/79363/

・大会準備のため、早めの参加申込にご協力をお願いします。

◆予稿集（フルペーパー）

・大会報告のフルペーパーは、5 月中旬に開設予定の下記ＵＲＬから事前にダウンロードしてください

（公共政策学会のホームページからもリンクを貼る予定です）。

http://g-ken.life.coocan.jp/Nifty/ppsa.html

・このサイトは 6 月末日で閉鎖します（期間限定公開）。

◆宿泊

・福島市内には多数のビジネスホテル等がありますが、当日は「東北六魂祭」という復興イベントと重

なり、旅行社がおさえているため、ネット上での予約がとりにくくなっています。もし予約が取れない
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場合には、郡山のビジネスホテル（新幹線で 13 分）、あるいは 3 人から 4 人程度のグループを組んで、

近隣の温泉地（飯坂温泉、土湯温泉、高湯温泉等）に予約することをお勧めします。また、新幹線の指

定席が取りにくくなることも予想されますので、自由席や高速バスの利用、あるいは旅行社を通じて、

パック旅行、キャンセル待ちなどの対応をお願いします。

・それでも難しい場合には仙台のビジネスホテル（新幹線で 23 分）をご利用ください。

◆報告者等のみなさんへ

・当日、会場にはプロジェクターを用意する予定ですが、パソコンは用意しませんので、もしプレゼン

テーションに必要な場合には各自でご用意ください。

・また、会場にはコピー、印刷等の設備はありませんので、当日配布資料がある場合には各自でご用意

ください。

2．「公共政策フォーラム 2013 in 川越」開催予告

公共政策フォーラム委員長 林沼敏弘

本年度の公共政策フォーラムは、2013 年９月 28 日（土）、29 日（日）に埼玉県川越市で開催されま

す。開催場所は、「川越市市民会館」が予定されています。

詳細は追ってお知らせしますが、ふるってご参加いただきたくお誘いいたします。

3．関西支部大会報告者の募集のお知らせ

2013 年度の日本公共政策学会関西支部大会は、2013 年 7 月 27 日（土）に龍谷大学深草キャンパ

スにて開催されます。今回も、個人報告セッション（口頭報告、ポスター報告）をつうじて、会員間

の活発な研究交流をうみだしていきたいと考えております。報告を希望される方は、下記の応募要領

にしたがって、2013 年 6 月 30 日（土）までにお申し込みください。報告をお願いする方につきまし

ては、 後日、事務局より連絡させていただきます。奮ってご参加下さいますよう、心よりお願い申

し上げます。

１．申込資格：日本公共政策学会の会員であること。なお、非会員の場合、2013 年度中に入会の

手続を開始してください。

２．申込方法：日本公共政策学関西支部事務のホームページ（http://ppsaj-k.blogspot.jp/）

よりお申し込みください。口頭報告、ポスター報告の両方で報告することができます。 その場合、

報告内容は同一であっても構いません。 なお、申込の際に、報告概要（1500 字程度）を提出して

いただきます。

3．ポスター報告賞について：ポスター報告のなかで、とくに優れた研究報告については、厳正 な

審査のうえ、表彰いたします。審査基準はつぎのとおりです。

・ 公共政策研究への貢献。

・ 研究方法の適切さ。

・ 研究内容を効果的な表現。

関西支部ホームページ：http://ppsaj-k.blogspot.jp/
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4．新入会員の紹介

福本博之 大西弘子 大西遼 長谷川桃子 前川祐介 ポール・カレンダー 牧瀬稔 光山奈保子

豊福実紀 梶原晶 堀尾正靱 以上 11名の方が入会されました。

5．次回理事会

・開催日時：2013 年 4月 27 日(土)15:00～17:30 理事会

・開催場所：横浜市民フロア ミーティングルーム （横浜駅直結デパート横浜そごう９階）

6．事務局からのお願い

1). 2013 年度年会費お支払のお願い

当学会は 2013 年 4 月 1 日より新年度に入りました。つきましては、2013 年度（2013 年 4 月 1 日～

2014 年 3 月 31 日）の年会費 5,000 円を同封しました振込取扱票で納入をお願いいたします。

会費未納の会員は、学会誌受領、大会・フォーラム参加、連携団体の会合出席等の会員サービスを受

けられないことがありますのでご注意ください。

2) 会員名簿発行について

2013 年版の会員名簿を 7 月に作成発行します。所属変更、送付先住所に変更がある方は、事務局宛

に 6 月 1 日までにメールまたははがきでお知らせください。
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